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ミ ニ ヨ ン 小 論

星 野 純 子

(1)

シ ュ レーゲル はそのrマ イス ター論』 に,「 じっさい存在す るとい うこと,
'

自分の特殊な原則,あ るいは変えようもない本性に従 って生 きるということ

以外になにも学ばないのも修業時代である.」Dと 書いている.す べてが無限

へと発展 してゆ く過程に価値をおいたシュレーゲルは,第 四部でマイスター

ははじめてまじめになり無限追求の新段階に入るのだとして,ミ ニ ヨンの死

で評論を中断した.だ か らこの文も否定的な意味あいで書かれているのだが,

これはゲーテのこの作品の意図をよくいい得ていると思 う.

マ リアーネとの愛に挫折 して旅に出たウィルヘルムは自己の資性の調和的

な完成を求め,幾 多の迷いののちに塔の結社の人 々のもとに導かれ修業時代

の終ったことを告げられる.そ れは市民 としての自己限定の道を悟 ることな

のだが,し か し同時にウィルヘルムは 「ちょうどあの瞬間以来,私 は何がで

きるのか,何 をしたいのか,何 をしなければな らないのか全然わか らないの

です.」(V皿一一8)と 告白するように,具 体的な仕事,明 確な行動 としては示

されていない,ロ タリオの近所に地所を買って土着 しテ レーゼと結婚してフ

ェリックスを育てるという具体的な計画,現 実の市民社会へ 自分を組みこも

うとする意図ははたされない.最 終的に得 られるナター リエとの結びつきも

あくまで婚約であって結婚ではない.つ まり,市 民社会構成の最小の現実的

な単位ともいうべき夫婦という関係には未だ入 ってゆかないのである.こ の

結末のあいまいさは,現 存の市民社会に対 してゲーテが疑問を抱いていると
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いうことを暗示しているとみれるだろう.ウ ィルヘルムの修業時代での到達

点は,現 実の市民社会をつきぬけているのである.そ れは例えばコルフの説

明によるとこうなる.「_生 のポエジーを求める衝動でウィルヘルムは市

民的現実をのがれるが,彼 が成功したことは,内 面的ポエジーを失わずに市

民的現実にもどることである.彼 は内面的ポエジーを救い出して実践的な生

活(praktlschesLeben)の 中へそれを移 し,実 践的生活はそれによってはじ

めて究極的な変容を経験するのである. .なぜな ら,ま さに単なる実践生活で

はなくて,変 容された実践生活がこの小説の理想なのである.」2)内 面的ポェ

ジーをその中に組み入れ変容された実践生活とは,平 板で煩墳な現実ではな

くて,存 在感とでもいうべきものを獲得 した現実生活であろう.そ れはウィ
コ

ル ヘルムの 「年 季が あけた といいわた され るのに,私 たちは以前 と同 じよ う

にち っと もか しこくな っていないんです.」(V皿 一5)と い うことばのよ うに

外面的 には何 ら特別な ことで はな く,一 挙 に してが らりと変わるとい った性

質 のもので もないだ ろう.宗 教的な陶酔や無為 の感情生 活,主 観的 な夢 や憧

れでな く 「自分 の変 えよ うもない本性」 に従 った活動 的な生活,後 年ゲ ーテ

が 「喜 びを も って存在 に身 を任せ よ.」3)と うた った,あ の 「存在す ること」

を学 ぶ こと,存 在へ の生成(WerdenzuSein)が ウ ィルヘル ムの修業時代

であ るといえ るだろ う.
'

このよ うな ウ ィル ヘルムの周辺 に ミニ ヨンは終始,仮 象(Schein)と して

たちあ らわれ,最 終的 にはウィル ヘルムによ っての りこえ られ るもの として

あ る.真 の存在 に到達で きない一 この世 に根 をお ろす ことので きない一

ミニ ヨンを ウィルヘルムの 道程 との 照応 にお いて これか ら見 てゆ こうと思

う。

ミニ ヨンは竪琴 ひ きの老人 と一緒に この小説全体を通 じて さす ら う の だ

が,こ の二人 の謎 は,小 説 の最 後でDeusexmachinaと して登場 したキプ

リアー ノ侯爵 によ り一挙 にあき らかにな る.ミ ニ ョンは竪琴 ひきの子供,し

か も実の妹 スペ ラー タとの問に生 まれた子 供だ った とい うことが判 明して,
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ミニ ヨンの不思議 な運命 と没落はhzestと い う不 自然 な関係 か ら導 かれ る

必然 だ った とい うことにな る.そ れで例 えばフ ィーエ トルは こうい う説 明を

す る.「..彼 女 はInzestに よ って生 まれた とい う罪な き罪で刻 印 されて い

る.彼 女は女 にな ること,母 にな ることを許 されな い._自 分 に定め られ

た掟 をふみ こえ たとき,も はや彼 女は生 き ることがで きない し,ま た許 され

ないのだ.」4)し か し,Inzestと い う出生 によ って規定 されて ミニ ヨンの数

奇 な運命が 出て きたとい うことは,な るほ ど小説 全体の構想か らいえば重要

であろ うし,ゲ ーテが個別者 の道 ではな くて文明を選んだ とい うこと(die

L6sungfUreineKultur)5)を 示 す もので はあ ろ うけれ ど,そ うい う説明か

らだけでは ミニ ヨンの像 は豊 かなものにはな って こないだ ろ う.侯 爵 の話 は

あ くまで ミニ ヨンの死後 になされ るのであ って,二 人の運 命の説 明と理性 の

世界へ の秩序 づけにはい ささか強 引な印象を うけるのであ る.ヘ ッセなどは

実作者 として,こ こがこの作 品の最 も弱い ところで 「あ らわな大工仕事,粗

雑なつ ぎ目を露呈 している.」6)と 評 して いる.ス ペ ラー タの物語か らミニ ヨ

ンを説 明す るだけでは,な ぜ ミニ ヨンが ウィルヘルムにあれほ ど密接 に結 び

つ いたかとい うことを充分 には説 明できないよ うに思 われ る.生 きて いる ミ

ニ ヨンの姿か ら必然的 にその運命が 出て きて いると ころに,彼 女のいい しれ

ぬ魅力 があるのではないだろ うか.

(2)

「ミニ ヨン」 とい う語 を ブロ ックハ ウスの百科辞典 では こう説明 して いる.

,,Liebllng,Geliebter;urspr直nglich(etwaseitEndedes14・Jahrh・)in

FrankreichdergeliebteVertrauteeinesgleichgeschlechtlichveranlag-

te且FUrsten;...hGoethes>WilhelmMeistersLehrjahre〈istMignon

einanmutiges,ratselhaftes,alsKnabegekleidetesMadchen;_In

Ankn廿pfunganGoethesRomangestaltauchweiblicherVorname."

そ の他 い くつ かの辞典 の記述 によ って も,ミ ニ ヨンが女性 の名前 として用い

られ るよ うにな ったのはこのゲーテの小説以来 らしい。女性形 として"Mi-
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gno■ne"と い う形 もあ るのだがゲー テは これを用 いず,い かがわ しい意味

あいを含 む もので あるのにも拘 らず"Mig皿o且"と い う男性形 をあえて用いた

とい うことにな る.こ こか ら,ゲ ーテは最 初 この人 物を少 年 として扱 ったの

ではないか,あ るい は念頭 にあったモデルは少年 だ ったのではないだろ うか

とい う疑問がお きる.

ピル ヒは ミニ ヨンのモデル と して,『 イ タ リア紀 行』1786年9月7日 に出

て くる竪琴 ひきの娘 と,『 詩 と真実』12巻 の竪琴ひ きの少 年をあげ,後 者の

少 年 とゲー テの 関係 マイ ンツで 知 りあ ったその少 年をゲーテは フランク

フル トの自宅 によんで世話 を してやろ うとす る一 一が ウィルヘルム と ミニ ヨ

ンのそれ に似て いるとして,ミ ニ ヨンは最初少年であ ったのが少女に改変 さ

れ,そ の際 に前者 の印象 が与 って力があ ったのだ ろうと 推論 している.η こ

の論 は 『演劇的使命』 が発見 される以前の ものなので,現 在の我 々は イタ リ

ア旅行以前 に書 かれ たr演 劇 的使命』 の中ですでに ミニ ヨンは(全 体 として

は)少 女 と して扱 われて いた とい うことを見 ることがで き,竪 琴ひ きの娘 と

の 出会 いはそれ ほ ど大 きな力を持 った とも思えないが,少 年の方の指摘 には

な るほどと思 わせ られる.

『演劇的使命』で は全般 的には ミニ ョンは少女 として登場 し,代 名詞 も女

性 形又 は中性形が用 い られて いるが,第3港8章 で,よ その乱暴な男が ミニ

ヨンにキス しようとして拒 まれ腹を たて,彼 女を助けよ うとした ウィルヘル

ム と争 う場面,続 いて この章 の終 りで,ウ ィルヘルムに救 われたのを感謝 した

ミニ ヨンが 自分 をマダム ・ド ・レッテ ィか ら買 いとって くれ と懇願す る場面

で は男性形 と女性形 が混用 され ている.ま た,ウ ィルヘルムが は じめて 自作

の劇,ヴ ァルザ ーツ ァル上演で舞台 にたち大 成功をお さめたその翌 日,ム ッ

シュー ・ベ ンデルの主演で は芝居 はき っと不首尾 に終 るだろ うことを思 い不

安 な気 持 に陥 ってい るとき,ミ ニ ヨンが入 って きてたま ご踊 りで彼をな ぐさ

め るが,こ の場面 もderKleineと い う表現 があってerとsieが ま ざって

い る.そ れ ともう一 カ所,ア ウ レー リエが ミニ ヨンをerと 呼ぶ ところがあ

るのが例 外であ る.
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また コーエ ンは,最 初ゲー テが ミニ ヨンを男性 形で扱 って いた例 として次

の三 カ所をあげてい る.ま ず シュタイ ン夫人 あて1786年9月22日 付 の 日記に

"demMignon"と あ る こと,『 修業時代』 の中で第7巻7章 の,現 在"_er

gedachtederguten.M三gnon``と あ るのが原 稿で は"desgutenMigllo且s"

と な っていた こと,ま た,続 く8章 で 。Migno皿sahbeidean,alswenn

5∫6warnenw・llte_"のsieが も とはerで あ った ことで ある.8)現 在 の

『修業 時代』 では専 ら女性形 が用 い られ るのだが,例 外は第8巻8章 の ミニ

ヨンの葬 儀 ミサでの四入 の子供 たちの うたで,こ こで は,男 性形 と女性 形が

ほぼ半 々に(sie-7回,er-6回)混 用 されて いる.こ れ は短 い うたの中

での ことだか ら奇妙であ る.ミ ニ ヨンをは じめ少 年 として構想 して いたと き1

の名残 りと見 られ る 『演劇的使命』で の混用 とは異 なった意味を もつ もの と

思 われ る.

これに関 して先に あげた コーエ ンが ミニ ヨンは男の子で もな く女 の子 で も

な くどち らで もあ ること,両 性,Hermaphrodltで あ った として 奇形 と断

じ,そ れを強調 するためにゲー テが,ス ペ ラー タとア ウグステ ィ ンとの関係

よ り生 じた不幸 な子供 に精 神薄 弱(SchwachsinR)と い う性質を 附与 した と

論 じてい る9)の はあ まりに科学的 リア リズムにつ きす ぎた解釈で あろ うし,

ミニ ヨンのエ ピソー ドのみを抽 出 して小説全体 の構造 と切 り離 して しま うき

らいがあ る.,

『修 業時代 』と『演劇 的使命』 の描写を比べ ると,リ ア リズムの領域 か らシ

ンボルの領域に移行 した ことは指摘 され てい る10)が,ミ ニ ョ ンにつ いてもそ

うで,彼 女は現実の入間 とい うよ り,理 念的 で空 中をただ よ うよ うな 自由な

存在 にな って きてい る,『 演劇 的使命』 の方 の特 に,最 初 ウィルヘル ムが 出会

う頃の ミニ ヨンには,な まの素材 がそのま まいか されてい るといった印象 が

強い.例 えば,ミ ニ ヨンが ウィルヘルムの もとにひ きと られ る場面 であるが,

『演劇 的使命』 では,は じめサーカスの座長 にい じめ られて いるのをマダ ム・

ド ・レッテ ィが同情 して買い と り,ウ ィルヘルムは,あ る日,無 理矢理 キス

しよ うとしたよその乱暴な男 の手 か らミニ ヨンを救 う,と い うことになって
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い る.『 修 業時代』 で はこの二つ の場面 が一つにな って,ウ ィルヘルム 自身が

座長 の手 か ら ミニ ヨンを救 うことになる.そ して 『演劇 的使命』 で,ミ ニ ヨ

ンがその乱暴な男の顔をな ぐって 「私 には手 もある し爪 もあるわ,歯 もあ る

わ,キ スなんか させないわ.」と言 った り,「 彼(座 長)は そ こで鞭を とって

きて無慈悲 にもその子供 に打 ちおろ した,彼 女は じっとしていてほ とん ど顔

も歪 めなか った.」 とい う描写が 『修業 時代 』 で は消えて,い じめ られて い

た ミニ ヨンは座長 が手 を離す と群集の 中にまぎれ こんで,一 座 が町を離れ る

まで姿 を現 わ さない.彼 女 自身の抗弁 もない し,ど んな顔つ きを していたか,

具 体 的にはゲーテ も述べ ない.幼 くして保護者 のも とか ら離 され,お そ らく

早 くか らつ らい世間を知 らね ばな らなか ったために他人 に対 して容易に心を

開かず,か た くなで,鞭 でな ぐ られて も平然 としている こと,無 口な こと,時

に無感覚 に見え ること,そ して 自己防禦のた めの粗暴 ともいえる攻撃性(こ

れは最初 の構想 が男 の子 だ ったので はないかとい うことを も暗示 するものだ

が)を 示 した とい う ミニ ヨンの姿が,『 修業時代』 では神秘 的で不思議 な存

在 にな って くる.『 演劇 的使命』で はまた 「彼女 を猿 になぞ らえ るものもあ

れ ば仙 の珍 奇な(fre・hd)動 物 とく らべ るものもいた.」(皿 一10)と い う記

述 もあ った.猿 との比較で は魂 の高貴 さとか神秘性 は出て こないだろ う.ち

なみ に 『親和力』 で は,猿 は,神 経症 的で華やかな馬鹿 さわ ぎの生活を送 る

ル チアーネのパ ッ トとして登場 させ られてい る動物であ る.

ミニ ヨンの うたにつ いて も,『 演劇 的使命』では 「彼女が何を うた って い

るか はわか らなか った.そ れはいつ も同 じか,あ るいは よ く似 たメロデ ィー

で,自 分の感情 や考え,状 況や気 ま ぐれ に応 じて さまざまにア レンジして い

るよ うだ った.」(∬-10)と い って 「語れ といわ ないで下 さい」 の うたも,

ウ ィルヘルムが若い頃書いた戯 曲の 中の うただとい うことにな っているが,

『修業 時代』 では,ミ ニ ヨンは頒歌や歌 曲な ど真面 目で厳粛 な詩 を非 常に愛

らしい変化のあ る,ま た快活 な歌 い方 で うた った とあ り,上 記 の うた も ミニ

ヨン自身の心か らあふれ 出た うた とい うことにな ってい る.

この よ うに して ミニ ヨンは素材 に密着 した リアルな像を離れ るのであ るが
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それによ り,よ り多 くゲ ーテの心情 を投影 す るようになる.

『イタ リア紀行』 の中で,ゲ ーテは数 カ所 ミニ 『 ンにつ いて言 及 して いる

が,例 えば 「_上 の方 は若葉 が黄 ばんで いたが下 と真 中はみず みず しい緑

で あった.ミ ニ ヨンが ここに憧れたの も当然だ」11),ま た,「 アマー リエ公

妃の機知 に富み芸術 を愛好 して いるサー クルの 中で は,勿 論 イタ リアがいつ

も真 に教養 ある人 の新 たな イェルサ レムで あると見 な され るのが 普 通 で し

た.そ して ただ ミニ ヨンだ けが表現す ることので きた ような,イ タ リアへの

強い憧れは いつ も心 と意 識の中 にあ りま した...」12)と あ るよ うに,ミ ニ ヨン

とい う形姿 にはたえず憧 れ とい う心情がか らみつ き,ミ ニ ヨンの イタ リアへ

の憧れはゲー テのそれ と重 な りあ ってい る.但 しだ か らとい って ミニ ヨンは

ゲーテのイ タ リアへ の憧 れの象徴だけなのではない.ゲ ーテのイ タ リアへ の

憧れが単に地理的 なものではな く,ワ イマール公国 とい う狭 い世 界,硬 直 し

た意識 か らの脱 出,よ り広 くのびやかでみずみず しい人間性 の希 求を含んで

いたよ うに,ミ ニ ヨンの憧れ にもゲーテのぞ うい った もろもろの思 いが こめ

られている.

次 にウ ィルヘル ムの心憤 には ミニ ヨンは どう関係す るだ ろ うか.メ リー ナ

達 のところで 偶然マ リアー ネのその後の消息を知 った ウィル ヘル ムが,往 時

の感情を想起 してマ リアー ネへの思慕 に耐 えがた くな ってい ると,ミ ニ ヨン

が現 われ,た ま ご踊 りで彼を慰 め,ま たフ ィ リーネた ちとのあて のないその

日ぐらしの状 態を反省 し,出 発 して本来 の仕事 商売 の生活 に もどろうと

強引に決心をかため るとき,ミ ニ ヨンは全身全霊 の けいれん で彼 をひ きとめ

る.つ まりウィルヘルムのなかのつねに限定をのがれ,拘 束 的な現実を こえ

よ うとす る部 分一 憧れで もあ り,理 性 に対 す る感情で もあろ う が ミニ

ヨンとい う姿に触れ るとあ らわ になる.い よいよ離れがた くウィルヘル ムと

結 びっいた ミニ ヨンが うた う 「御存知ですか,あ の国を」 とい ううた,ま た,

ア マツ オーネ(ナ ター リエ)へ の夢 みるよ うな憧れ に耽 って い るときにきこ

えて くる 「ただ憧れを知 る人 だけが」 とい ううたが,伺 とウ ィルヘル ムの気

持 と重 な りあ ってい ることだ ろ う.
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このよ うに ミニ ヨンの憧れ は,ゲ ーテの,そ して ウィル ヘル ムの感情の投

影 であ り,ま たそれ にとどま らず,ミ ニ ヨンは感情その もの,つ まり感情が

形象化 された もの とい うこともで きる.

(3)

さて ミニ ヨンにあ っては服装が しば しば意味を荷 ってい る.ウ ィルヘルム

が最初 出会 った とき少 年か少女か判 断がつ きかね たのも男 の子 の服装 を して

いたか らだ し,た ま ご踊 りの労をねぎ らって彼が服を新調 してやるとき,ミ

ニ ヨンの望ん だのは 「新 しい小 さなチ ョッキ とこの町 の男 の子 の着 ているよ

うな青の折 りかえ しと リボ ンのついたマ ドロスズ ボン」(∬-8)で あ る.

ま た メ リー ナが女 の服 装をす るよ うに とい うと 「私 は男 の子 よ,女 の子 にな

んかな りた くないわ.」(IV-1)と 激 しく抗 う.ア ウ レー リエの提案(V-

14)に も同様で ある.盗 賊 団に襲われた ときの怪我を秘密 に していたのも,

外 見 か ら彼女 を男 の子 と思 っていた外科 医を怖 れたか らだ った.そ して後 に

ナ ター リエ に預 け られた ミニ ヨンは純白の天使の衣馨 を身 にまと うと脱 こ う

とは しない.こ の よ うに ミニ ョンについては幾 度 とな く服装 が問題 となるの

は何故 だろ うか.ス ペ ラー タの物語 には,ミ ニ ヨンは木の ぼりした り軽業師

の曲芸 の まねが楽 にで きるよ うに,男 の子 と着 物を とりか えるのが好 きだ っ

た とあ るが,勿 論 これだ けでは不充分な説 明で ある,

と ころで,か の手記 の女性 よ りもっと真 に「美 しい魂」の名にふ さわ しい と

称 讃 され るナター リエ,そ の姿が終始 ウィルヘ ルムの憧 れの対象 とな るナ タ

ー リエには服装の説 明は全 くない.ウ ィルヘル ムた ちが盗賊 団に襲われた と

ころに来 あわせた ナター リエに彼 は強 く魅 せ られ るが,「 外套 が落ちる と彼

女 の美 しい姿(Gestalt)に 驚 いた」(1V-6),ま た ゼル ローとウィル ヘル ム

が契約 する場面 で も,(彼 の脳裡 に)「 彼女 の顔,彼 女の姿が輝 き始 めた.1と

い う具合 に着 てい るものの説明は全 くな く,た だ 「姿(Gestalt)」 と いわれ

るだ けで ある.彼 女は服装 とい う外的 なものによ って描写 された り称讃 され
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た りす る必要 のない人 間なので ある.こ れ と対 照的 に,妹 の伯 爵夫 人 にとっ

ては服装即 ち着飾 ることは不 可欠 であ り,身 につけ る宝石や衣服 が長 々と描

写 された りす る.彼 女はそれだ け内面的充実 に欠 け るのであ る.ミ ニ ヨンに

とって も服装が大 きな意味 を帯 び るとい うことは,彼 女が確固 とした存在 で

ない ことを暗示 して いる.ナ ター リエのよ うに本質 的な存在 ではないので あ

る.し か し伯爵夫人が あ くまで地上 的存在 で あるのに,ミ ニ ヨンが本質的存

在 でない とい うことは,彼 女 が,感 情 の形 象化 され たものであ るとい うとこ

ろか らきてい る.13)彼 女 は主観的 な感情 で あって,こ の世 に根づ いた存在で

はないか ら,現 世で は仮象 としてのみ現われ,服 装 によ ってのみみ とあ るこ

とがで きるので ある.

そ して伯爵夫人の服装 はその きらびやか さと優美 さがたたえ られ るの に,

ミニ ヨンにあ ってでて くるのはいつ も男の子の服装 か女 の子 の服 装か とい う

ことであ る.

は じめて ミニ ヨンに出会 ったとき,ウ ィルヘル ムは男 の子 か女の子か判断

がつ きかねた.ミ ニ ヨン自身 はず っと男の子 として見 られ ることを願 って男

の子の服装を選 び とり,女 性 の服 装を まと うよ うにな るのはすで に死 に近 い

ことを悟 ってか らで あ り,そ の時に も 「あの天 の姿 は もう男で あるか女 であ

るか は問わ ないのです」 と うた うよ うに,彼 女 の願 いは,ど ち らで ある とも

問われな い天 の姿 にあ る.そ して死後 の葬儀 ミサでは ミニ ヨンのその願 いが

かな え られたかのよ うに,ゲ ー テは彼女を男性 形,女 性形 の両方で 呼ぶので

あ る.こ のよ うに彼女 はたえず 「男」 と 「女」 との間をゆれ動 くが,そ れは

彼女が無性(geschlechtslos)な 存 在 だか らで ある.だ が無性 であ るとはど

うい うこ となのか.現 実世界 に存在す るためには人間 は どち らかの性 に属 さ

ねばな らない.だ か ら ミニ ヨンは一時的 に少年 の服装,女 性の よそ おいを選

びはす るがあ くまでそれ はよそおいで あ って,「 私が成 るまでは こうい う風

に見 え させておいて下 さい.(SolaBtmichscheinen,bisichwerde.)」 と

うた うよ うに,あ の確 かな家(lenesfesteHaus)一 墓 所 一へ行 くまでのわ

ずか の間 のよそおい として,女 性 と してある ことを選 びと っただけなのであ
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る.そ ん な ミニ ヨンが「男」としての ウィルヘル ムに結 びつ くことはできなか

ったこと一 一ハ ム レッ ト上 演の夜のエ ロティックな試 みが失敗 に終 ったこ と

は当然で あ った.ミ ニ ヨンは女 としての存在 に達す ることはないのである.

(4)

他 者 との,社 会 との 正 しい関係 を 見 出すのが ウィル ヘルムの 道で もあ る

が,そ れ に対 して ミニ ヨンは他者 との 関係不可能 な存在 であ る.ミ ニ ヨンは,

ウ ィルヘルム,竪 琴 ひ き,フ ェ リックスとい う三人 と結びつ くだ けであ る.

(ナ ター リエ との結びつ きは ミニ ヨンが彼女 にとって教育 の対 象 とはな るけ

れ ども,ミ ニ ヨンの側か ら求 めてい った関係ではない.)そ してその どれ もが

非 常にあいまいな関係で ある.結 びっきが弱 い とい う意味で あい まいなので

はな く,こ の市民 社会 にその正 当性を主張 し得 る関係,例 えば親子,夫 婦,

恋 人,社 会 的活動 による結 びつ き とい った範 疇に入 らない とい う意味であい

まいである.竪 琴 ひ きとは,な るほ ど後 には親子 と判 明す るが,孤 独な魂同

士 がおたがいにひ きあ うのだ し,フ ェ リックスに対 して も,後 に ミニ ヨンが

徐 々に女性 らしく変容 し始め た段 階において も,母 のよ うに接す るのではな

い.こ こで も大人 の世 界か ら疎外 され た存在 同士 のむ つみあいであ り・ なに

という概念 に収 ま らない,純 粋 に心情的 なもので ある.

ウ ィル ヘルムに対 す る ミニ ヨンの感情 は,主 人 と仕 える者(Ichwiildie-

nen)(皿 一4),父 と子(lchbindeinKind)(皿 一14),恋 人 とい う風 に

段階的 に分析 して みる こともで きるけれ ど,そ の どれ にもはま りき らない・

ミニ ヨンは彼 に仕 えるが,「 主人で もあれ ば友だ ち」(1[-12)で もあ り・ 「お

前 はぼ くの子供 なん だよ」 とウィルヘルムが慰めて,父 親 の愛情 でいつ くし

もうとして も,ミ ニ ヨンの愛情 はそれに とどま らない.

と ころで 「御存知ですか,あ の国を」 の うたにおけ る各節の呼 びか け,愛

す る方(Geliebter),守 っ て下 さ る方(BeschUtzer),お 父 さん(Vater)と

い う呼 びかけは,『 演劇的使命』 で はみな,命 ず る方(Gebieter)と な ってい
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た.ま た原稿で も第一 節のGeliebterがGeb圭eterと な ってい るところか ら

Gebieter--BeschUtzer-Vaterと い う呼びか けが必然 的に状 況か ら生

じ,彼 女の用 いてい る呼び方(は じめ ウィル ヘル ムをHerrと 呼 んで いた)

に照応 するのに,Geliebter-BeschUtzer--Vaterと したのでは ミニ ヨ

ンの感情 の発 展に対 立す ると して,こ の改悪 を印刷 の段 階での ミスだ とす る

見解 がある,14)そ うい う ミスが どの程度可能性 のあ ることなのか私 には勿論

判 断 はで きないけれ ど,第 一 節をGeliebterと す る方が ミニ ヨンの感情の発

展 を示唆 し,最 初か ら,被 保護者,子 供,恋 人 とい った感 情をすべ て含 んだ

ものであ ることを予感 させ,拡 が り力玉得 られ るよ うに私 には思 われ る.

ま た,ウ ィルヘルムを通 して外界 と結 びつ くミニ ヨンに とって彼 は他者 と

して あるので はない.ウ ィルヘルムの感情,憧 れ と,ミ ニ ヨンのそれが重 な り

あ っていたよ うに,い わ ば彼女 は彼 の一部 であ り,彼 女の存在 をつつみ こん

で い る.プ ロッホは この彼女 とウィル ヘル ムの関係 を次のよ うに美 しく表 現

している.「 ウィル ヘル ムはは じめて彼女が暖か さを経験 した故郷(Heimat)

と して の人 間である.彼 は入間 として愛 され たのではな く,彼 を通 して,イ

タ リア として,確 かな家 として憧憬 され たものが輝 いてい るので ある.」・5)

世 界 か ら疎外 された個 として,関 係 の不可能性 とい うものを体現 してい る

ミニ ヨンを こえて,ウ ィルヘル ムはナター リエと婚 約 し,フ ェ リックス とい

う息子 に連 な り,塔 の結社の人 々と交 わ りを結 ぶ ことにな るので ある.

と ころで ミニ ヨンの空中をただ ようよ うな憧れ は,ま た行 為 とい う出口を

もたない.自 己表 出 としてはただ音楽,う たが あるだけであ る.だ か らウ ィ

ルヘルムへ の憧 れ,愛 情 も,恋 す るものの現実 的な行 為にな るので はな くて,

「発作的な活気(zucke皿deLebhaftigkelt)」(IV-7),落 ちつ かない 動

作,神 経症 的なチ ックとして しか現われてゆか ない.そ して ウィルヘル ムが

現実へ働 きかけ行動 へ踏み出 してゆ くと,ミ ニ ヨンの姿 は没落の様相を帯 び

始 める.

ウ ィル ヘル ムが芝居 の世界 に入 りこむ ことは,彼 の教養形成 の過程 と して
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塔 の結社 の人 々か らは,た だ 「活動的 な生活 に移 ってゆ こうとい う気持 」(皿

一11
,ヤ ル ノーの ことば)が あ るとい う点で肯 定 され るのだが,こ の ウィル

ヘル ムの演劇 活動に ミニ ヨンはず っと否定 的であ る.伯 爵邸での公子歓迎 の

前座芝居 にたま ご踊 りをお どるのを拒み,ウ ィルヘル ムにも舞台 には 出な い

で くれ と懇願 し,つ いに ウィルヘル ムがゼル ロー一座 に入 る契約を結ぶ際 に

も 「彼 は署 名 した あとで ミニ ヨンがそばにた って彼 の腕を ひき手を静か にひ

き離 そ うとしてい るのを感 じた,」(V-3)と,阻 止 しよ うと してい たこと

が示 され,ゼ ル ローの劇団 にいる間 も,勿 論舞台 には出ない し,芝 居 を見 に

ゆ こうとも しない.ま た芝居 か ら手 をひ けとい う,塔 の結社 による忠告 のヴ

ェール,亡 霊 の残 したヴェール を ウィル ヘル ムの旅立 ちの時,そ っと トラン

クに しの ばせ た りす る.(『 演劇 的使命』 で は ミニ ヨンの芝居 のまず さ,才

能のな さが しば しば述べ られ,こ れが舞台へ の嫌悪 に連 な ってい るとみな さ

れて いた.)

これ らは全体 の構造 か らいえ ば,ウ ィルヘルムが舞台の上で人格を完成す

るとい う誤 った夢 を追 い払 って,彼 を正 しい道 にひ きもどす とい う役 をはた

すの だが,ミ ニ ヨンの存在 に即 して いえ ば,行 為の世界へ歩み 出す ウィルヘ

ル ムは,一 層 ミニ ヨンに とって は手 の届 かない存在 になるのだ とい うことを

も意味す る.

そ して ミニ ヨンにとって決定的 なのはハ ム レッ ト.L演 の夜,周 囲の雰囲気

にそそのか されて行為 に移 ろうと した,愛 の挫 折であ る.こ の行動の挫折を

契機 に ミニ ヨンは,こ れ まで外界へ の唯一 の窓口であ った ウィルヘルムに対

して もあ る距 離を置 き,自 分の世界 に孤独 に沈み こんで しまう.ハ ム レッ ト

上演 を頂点 に急速 にさめて ゆ くウィルヘルムの芝居熱 と塔の結社の入 々への

接近 は,ミ ニ ヨンを徐 々に ウィル ヘルムの内面 か ら遠 ざけ るのであ る.町 へ

戻 ってきた ウィルヘル ムが,バ ルバ ラ婆 さんか らマ リアーネの真情 とその最

後の もよ うを きか され悲 嘆 に くれて も,も うミニ ヨンがな ぐさめに現われ る

必要 はない.マ リアーネの死 の知 らせ は,今 のウ ィルヘル ムには,塔 の結社

に歩 みよ るために過去 を清算す ることで あ り,も はや新たな迷いをひ きお こ
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す もの ではないので ある.

ミニ ヨンの ナター リエの家 への登場 は,シ ュタイ ガー によると 「地上 では

もはや花 開 くことのな い最後 のメ タモル フォーゼの始 ま り」16)で あ る.ま た

シ ラーは,こ こで ミニ ヨンが女性 らしくな るにつれ拒否 的な性 質が和 らぎは

じめ魅 力的にな った と評 し,彼 女が純粋 な理念的存在 にな った ことを称讃 し

て いる.17)ゲ ー テの描写 によると 「彼女 は まるで 肉体 か らぬけ出た霊の よ う

に見 えた.」(皿 一3)と あ り,彼 女 の地上性 は徐 々に消 えてゆ く.現 世の重

み に身 を こわば らせ る必要がな くな った ミニ ヨンは,し か しも うただ死 を待

つのみで ある.

(5)

さて,マ イス ターを改作 のため にと りあげた ときの ノー トに,ゲ ー テは 「ミ

ニ ョン:不 均衝 の狂気(Wah且si皿desMiBverhaltnisses)」 と記 した.ま

た先 に見 た ように,ゲ ーテの念頭 にあ っては ミニ ヨンはいつ も憧 れ と結 びっ

いていた.即 ち ミニ ョンは憧 れの シンボルで あると同時 に,外 界 と内面の不
●

均衡 よ り生 ず る狂気 の形象化 でもあ った.純 粋 に主観的 な憧 れ,主 観性の 中

へ の埋 没 は狂気 に終 る しかない とい う,近 代的主観性 についての リアルな認

識 が ミニ ヨンの姿を と って現 われたのだ とい える.

しか しまたゲーテは後年,次 のよ うに述べ てい る.「 ふ り返 って あこがれ

ることを許 されるよ うな過去 とい うもの はあ りませ ん.た だ拡が った過去 の

諸要 素か ら形成 され る永遠 に新 しい ものが あるだけです.そ して真 の憧れ は

常に生産的で なけれ ばな らず,新 たによ りよきものを創 り出さね ばな りませ

ん.」18)す な わ ちゲー テにあって は,憧 れ とは,未 だ存在 しない,し か しいず

れは実現 され るべ き存在 なのであ り,だ か らこそ,憧 れの シンボルで ある ミ

ニ ヨンが,ウ ィルヘルムのかたわ らにあ って彼 の道行 をたす け,な ぐさめ る

ことがで きたので ある.
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KleineStudie並berMignon

SumikoHoshino

InseinenLehrlahrenler皿tWilhelmdieWirklichkeit,wiesieist,

verstehen.Mignonstehtimmerneben、ihm,ziehtihninsFreieder

Sehnsucht,weIlnersichざineGreRzegibt.AbersowieerindeIIKreis

derTurmgesellschafteintritt,gehtsieunter.SieistdasSymbolder

subjektivenSeh且sucht。WeilGoethederAuffassungist,dieechte

SehnsuchtmUssestetsproduktivsein,soka皿nMigno丘indiesemWerk

wohlvonpositiverBedeutullgseirL.AberwdlihreSehnsuchtsublektiv

ist,zeigtihrirdischesWesenBeziehu且gslosigkeit,Untatigkeitund

Unfruchtbarkeit,imGegensatzzuWilhelmsneugewon皿enenDaseins-

inhalte11:seinerBindungandieTurmgesellschaft,seinemEintritt

indast翫igeLebenundseinerEinreihuIlgindiehistorischeDauer.

Undwirk6nnenGoethesrealistischeSichtausderTatsacheerkennen,

daBMig且onsichindieserWeltnuralsScheinzeige曲ann.
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